
形原公民館「マジック講座」実施内容（案） 

1、マジックを演ずるための大切なこと 

①一生懸命演ずる 

②演じている時に、手品の内容を話さない 

③タネ明かしをしてはならない 

④演技の流れを覚える 

⑤練習は鏡の前で行う 

 

2、具体的内容 

1回目（5 月 28 日）マジックの紹介 

・2 人でマジックの実演 10演目（5つづつ） 30分 

 ・自己紹介とやりたいマジックなど     30 分 

 ・次回のマジックの紹介と準備品の確認   1時間 

ロープ類の手品 

 1）2本が 1本に  2）4つの輪が出きる  3）移動するリボン（ロープ） 4）結び目が取れる 

 5）長いロープでリングが外れる  6）毛糸を使って穴を抜く 7）三本ロープ 8）ロープの中からシルク 

 9）3本のロープを結ぶと 1本の輪に 

 準備品  ボンド、ロープ、毛糸、リボン 2 色 

 

2回目（6月 25 日）ロープを使ったマジック 

ロープを使ったマジック 

・1）、2）、3）、4）、5）、6）、7）、8）、9）の練習と発表 1時間 

・次回のマジックの紹介と準備品の確認   1時間 

ペットボトル・カップ・水を使ったマジック 

1）キャップが入る 2）水の色が変わる（絵の具） 3）紙袋からボトルが 4）カップの水が消えた（新聞紙） 

5）コップの水がこぼれない（はがき） 6）水がこぼれないビニール袋（丸い鉛筆、ビニール袋） 

7）ビー玉が筒を通って 5円玉の貫通 

 

3回目（7月 23日）ペットボトル・カップ水を使ったマジック 

ペットボトル・カップ・水を使ったマジック 

・1）、2）、3）、4）、5）、6）、7）の練習と発表 1時間 

・次回のマジックの紹介と準備品の確認 1時間 

輪ゴムやストローを使ったマジック 

1）移動する輪ゴム（色の輪ゴム）2）ストローを使ったマジック（色ストロー） 

その他の品物を使ったマジック 

3）宙に浮くピンポン玉 4）ティシュが消える 5）割れないフーセン（ゴムフーセン、針、セロテープ） 

6）ティッシュを破ってうどんに（ティッシュ・うどん・どんぶり・筈） 7）鉛筆を振るとコインが消える 

8）100 円玉が瓶を貫通 8）割りばしでジュースを飲む 9）割りばしの空中浮遊 10）電卓を使って誕生日

を当てる 



4 回目（8 月 27日）輪ゴム・ストローを使ったマジック  身近なもの使ったマジック 

・身近なものを使ったマジック 1時間 

・1）、2）、3）、4）、5）、6）、7）、8）、9）、10）の練習と発表 

・次回のマジックの紹介と準備品の確認 1時間 

カード・お金を使ったマジック 

1）瓶の中からお金が（マグネット、ジャムなどの瓶） 2）指体操でお金が（輪ゴム・千円札） 

 3）紙を燃やして千円札が（ライター、千円札、輪ゴム、紙） 4）消える 500 円玉（紙、500 円玉、ライター） 

 5）カード（予言・4枚のカードが入れ替わる） 6）数字の予言（１～16の数字で） 7）9枚の紙から好きな 

フルーツを当てる 

5 回目（9 月 24 日）カードを使ったマジック 

カード・お金を使ったマジック 

・1）、2）、3）、4）、5）、6）、7）などの練習と発表 1時間 

 ・自分でやってみたい手品の確認と準備   1時間 

 貸し出せる手品道具を持っていき、各自で決めてもらう 

6回目（10 月 22日）自分でやってみたい演目を決める 

 ・自分でやってみたい演目の練習 

7回目（11月 26日）自分の演目の練習 

・自分の演目の練習と発表  講座参加者の前で演ずる 

8 回目（12月 17日）公民館で発表 

・修了証書？ 

 

参加者  小 3 年以下（8人） 小 4 年以上（5 人） 大人（5人） 


